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私たちの日常は、こんな「やさしさ」のすれ違いであふれています。

本展は、京都芸術大学アートプロデュースコースの学生と、教員で美術家の小宮

太郎による共同企画の展覧会です。タイトル「切匙（せっかい）説：～」は、おせっ

かいの語源とされる言葉からとりました。こうしてわざわざ由来を説明している

ことも、ひとつのおせっかいかもしれません。

本展の本質は、小宮の作品そのものではなく、作品の周りにある状況にあります。

「展覧会」という形式を通して、私たちが普段どれほどおせっかいに、そして

やさしく世界と関わっているのか、現代における「やさしさ」のありようを見つめ

直すきっかけになれば幸いです。

強風で飛んでいかないよう、倒しておいた看板。

それを見かけた誰かが、「倒れていたから」と親切に起こしていく。

どちらも、良かれと思っての行動。

最新情報はこちら

京都府京都市上京区奈良物町481 
堀川団地出水第3棟 1階317号

No.317 ANEWAL Gallery

https://www.anewal.gallery/

主催：京都芸術大学美術工芸学科アートプロデュースコース
協力：NPO ANEWAL Gallery, 京都府住宅供給公社
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